
















































































































































































































































図 5　伝統遊び PG 参加
図 6　老人ホーム：高齢者と楽しいお話
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新たな学び場の国際サービスラーニング一般寄稿
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　私は個人的に韓国の植民地の話や日本が嫌などと言
われると勘違いしていた。想像以上、いや逆に親日の
方が多く一緒に日本の歌を歌ったり、日本語で会話す
るなど楽しい時間を過ごすことができた。お話が終わ
る時には、ハグをしてくれ本当に娘のようだと言って
くれたのがとても印象的で私の想像を変えてくれた機
会となった。
私の知っている福祉のルールで、日本では、介護の
資格がないと利用されている方に触ってはいけないと
いうのがあり、触っても大丈夫なのかと戸惑った。し
かし、韓国の場合、利用している方々は人と触れ合う
ことが好きなため触っても問題がないという。そこに
は大変驚いた。さらに、日本では施設で利用されてい
る方々を名前で「○○さん」と呼ばなければいけな
い。しかし、韓国では親しみを込めて「○○할머니
（おばちゃん）、○○할아버지（おじちゃん）」と呼ぶ
そうだ。文化の違いが福祉を通じてみることができ、
不思議であったが大変興味深いものだと感じた。
日本と韓国の違いとして、利用者と職員の距離感を
感じた。日本では利用者に触れないようにする介護が
良いとされているという話を聞いたが、韓国では手を
握り、腕をさすってあげている場面に出会うことが多
かった。個人的な意見としては、人の温かみを感じる
介護方法が日本でも実施されればよいと感じた。やは
り感情的なさみしさを感じることによって情緒にも影
響が出ると思うからだ。
５	 まとめ
韓国福祉施設ボランティア研修を通じて、参加学生は
自分の専門である韓国語を活用し、国際社会に参加する
ことから、自分の成長や異文化の理解を深めていること
が分かった。
また、「今回のボランティア研修を通じて、韓国の福
祉を知ることができた一方で、自国の福祉をもっと知り
たいと強く感じる機会となった。」という内容から、新
たな学習の機会になったことがわかる。
すなわち、国際サービスラーニングは「学習」を生か
し「活用」し、さらに「新たな学習」をもたらす好循環
の教育効果を生む。特に、韓国語を専門としている学生
が現地で行う国際サービスラーニングは、高度のコミュ
ニケーション能力を求められることから、韓国語上級の
3・4 年に新たな学び場として学習機会を提供できると
考えられる。
